
　埼玉産業保健総合支援センターの第24回産業保健セミナーを、平成31年 2月25日（月）埼玉県
行田市商工センターにて約80名の方の参加を頂き、開催した。この 3月で十文字学園女子大学大
学院を退職することより、教授としての退職記念を兼ねて 3時間の講義を行った。今回はその内
容の抜粋をご紹介し、読者の労働衛生保護具の適正使用にお役に立つ情報となれば幸いである。

　1974（昭和49）年、早稲田大学大学院応用
化学専攻修士課程を終了し、大学の先輩であ
る天野一秀様の勤めていた中央労働災害防止

協会労働衛生サービスセンターに就職した。
久保田重孝所長は慶應義塾大学卒の医師で、
日本を代表する労働衛生の研究者であり、職
員に「労働衛生は現場にある」と指導された。
先生の著書からも労働衛生に対するお考えが
理解できる。
　・「職業病とその対策」1969年
　　（興生社　昭和44年 6 月発行）
　当時、職業病の全般を解説するテキスト
ブック、ハンドブックがなかった。本書は先
生が1939（昭和14）年労働科学研究所（輝岡
義等所長）に入職して30年間、先生が取り組
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んできた職業病について解説したものである。
巻末に、読者に生きた現場の体臭を感得して
もらいたいことと、ずっと持ち続けてきた信
念、現場の中に深く入り込んでこそ、初めて
真の職業病管理が芽生えるという考えを感じ
とってもらいたいと記載されている。
　・「産業衛生管見回顧50年」
　　（興生社　昭和54年 6 月発行）
　本書は日本産業衛生学会の記念事業とし
て、学会理事長の久保田先生が最後に講演さ
れた内容をまとめたものである。久保田先生
の手元にあって、労働衛生分野で原著として
発表されず、目に触れにくかった埋もれた現
場の医師の相談や資料を出発点として研究が
進んだことを残す意味合いで紹介した内容で
あった。自分の業績をまとめるのではなく、
労働衛生の出発点が現場にあることを示して
おり、現場の労働衛生に取り組んでいた身近
な医師を大切にする思いが記載されていた。

　私はその久保田先生の下で、 9年間、作業
環境測定士として多くの事業場に出向いて調
査研究を行う機会を得た。
　 2代目の所長として、岐阜大学学長であっ
た舘正知先生が赴任され、 1年経過した後、
北里大衛生学部より作業環境測定士の資格を
取得できるコースを新設したいということで、
推薦して頂き、講師として北里大学に赴任し
た。その際にも、中央労働災害防止協会の技
術的な指導をするようにとのお声をかけて頂
き、非常勤職員として舘先生が退職されるま
で面倒を見て頂いた。舘先生は労働衛生の分
野の親分的存在であった。
　北里大学の研究室では、久保田先生を尊敬
されていた今宮俊一郎教授の下で教育と研究
を行うことができた。ここには第二種作業環
境測定士を目指す学生が毎年30名いて、教育
とともに卒論研究の指導を行ってきた。行政、
企業や業界からの多額の研究費を頂いて、学
生の卒論を通じて多くの労働衛生の調査研究
を行うことができた。今回、講演会に参加し
てくれているのは、当時の学生達が多かった。

それらの学生から、労働基準監督官を10名近
く輩出することができた。その後、十文字学
園女子大学に移り、教授として公衆衛生学、
衛生学の教育を担当し、管理栄養士と第一種
衛生管理者の資格取得できる大学として取り
組んできた。

　恩師の一人である労働科学研究所の木村
菊二先生には、呼吸用保護具を中心に労働衛
生保護具のご指導を頂いた。私を息子のよう
なものと言われ可愛がって頂いた。慶応大学
医学部衛生学公衆衛生学教室の大前和幸教
授には化学物質による健康影響の研究の進め
方を学んだ。以前は、慶応大学の研究室だけ
で調査研究が行われていたが、作業環境測
定、個人曝露濃度測定、生物学的モニタリン
グ測定など、作業環境技術が進んだことよ
り、研究の分担が必要となり、私と産業保健
協会の宮内博幸君（現在、産業医科大学産
業保健学部教授）達と一緒に、それらの測定
を担当した。大前先生グループとは二硫化炭
素、トナー、ヒドラジン、2,2-dichloro-1,1,1-
trifluoroethane （HCFC-123）、N-methyl-2-
Pyrrolidone （NMP）、N,N-ジメチルホルムア
ミド（DMF）、メタクリル酸メチル、インジ
ウム、三宅島の噴火による亜硫酸ガス等の大
変有意義な研究に参加させて頂いた。
　大学を卒業してからの45年間、久保田先生
の教えである「久保田イズム：作業者の働い
ている現場を見なさい、現場が大切」を意識
して、研究と教育を続けることができたこと
が最大の幸せであった。

　化学物質の健康影響を調査した事例を一覧
に示す。これらの事業場を中心に調査研究を
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行ってきた。そこで経験したのが、大企業と
いえども、多くの事業場で呼吸用保護具や化
学防護手袋等が適正に使用されていないこと
だった。

　以下、労働衛生保護具との関連の事例を紹
介する。

Ⅰ　臭化メチル用吸収缶
　1975（昭和50）年、農林水産省からの委託
で臭化メチルを用いた植物検疫燻蒸における
作業者の健康影響について大がかりな調査研
究を行った。当時、ハロゲン系炭化水素によ
る有害性（発がん性を含む）が議論され始め、

作業者の健康影響が危惧された。植物検疫燻
蒸は外国から輸入された穀類、果物、木材等
を農林水産省植物検疫官が検査を行い、日本
に存在しない病害虫がいることを確認すると、
港湾の倉庫、サイロ、本船、天幕（指定され
た場所に木材を山積みしてビニールシートで
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被覆、密閉する）等で、燻蒸作業者が燻蒸を
実施した。その時、使用されていた薬剤が臭
化メチルであった。指定された濃度を投薬
し、ガス濃度の測定、ガス抜きを行う作業で
あった。使用する濃度が1,000ppmを超える
ことより、作業者は全面面体を装着して作業
を行っていた。

　木村菊二先生が開発したマスクフィッティ
ングテスターで測定した結果、平均で3.4％
の漏れ率と作業者の全面面体と顔面との接触
面からの漏洩を確認した。
　臭化メチルに曝露されると尿中に臭素が検
出されることより、作業者の尿中臭素量の測
定を行った。その結果、臭化メチルを取り扱
わない対象者に比べ約1.5倍高い値であり、作
業者が全面面体の防毒マスクを装着していて
も臭化メチルに曝露していることを示唆する
結果を得た。

　数年後、関西の燻蒸作業者が遊び半分で、
使用している隔離式有機ガス用吸収缶の出口
側（作業者の面体を取り付ける側）に臭化メチ

ルの検知管を取り付けてガス濃度を測ったとこ
ろ、検知管の色が変わった。すなわち、吸収缶
から臭化メチルが脱着し、作業者が臭化メチル
曝露していることを示唆する結果が得られた。

　全国で使用している隔離式有機ガス用吸収
缶を集め、1ℓの新鮮空気を送り、出口側に
テドラーバッグを接続、脱着する臭化メチル
濃度を測定したところ、全ての吸収缶から臭
化メチルが検出された。当時、吸収缶内に充
填されていたのは活性炭で、臭化メチルは一
旦吸着されるものの脱着されやすく、マスク
を装着しているにもかかわらず、作業者は臭
化メチルに曝露されていた。そこで、マスク
メーカーに依頼し、活性炭に薬剤をコーティ
ングして反応で捕集できる吸収缶（臭化メチ
ル専用）を開発してもらった。このように沸点
が低いガス状物質では活性炭への吸着が弱く、
すぐに脱着が見られ、作業者が曝露すること
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がわかった。これが、その後の有機ガス用吸
収缶の吸着における研究の出発点であった。

　農林水産省より、臭化メチルはビニールハ
ウスの土壌処理の農薬としても使用している
ので、その曝露実態を測定するように要請さ
れた。臭化メチルの土壌燻蒸を確立した高知
県では多量に使用されているとのことで農作
業者の曝露調査を行った。大きなビニールハ
ウスを新しいビニールシート（ポリエチレン
製）で密閉したのち、臭化メチルが充填され
た10㎏ 入りボンベを10本程度、等間隔に置い
て奥からバルブを開けて投薬が行われた。投
薬された臭化メチルはハウス内を拡散しなが
ら土壌中に浸透し、線虫や雑草対策等、農薬
として効果があり、当時、日本の農薬使用薬
剤として第 2位まで達した。臭化メチルメー
カーは投薬する際に、直接噴射しないように、
噴射口にポリカーボネート板を取り付け、作
業者がバルブを開けると臭化メチルにより板
が溶解、噴射するまで 5分前後かかる間にハ
ウス外へ出るように指導していたのだが、農
家はポリカーボネート板を取り付けず、直接
噴射を行っていた。作業者によっては、農薬
としての効果を期待して、ボンベを膝の位置
に持ち上げ、噴射口を左右に振っている姿を
見て大変びっくりしたことがあった。 5～ 7
日放置後、ガス抜きを行うために、ビニール
ハウスのサイドのシートを開放していた。そ
の際にもビニールハウスには臭化メチルガス
が存在しないと思って、ハウス中に入って天
窓を開放したりしていた。持参した北里大学
衛生学部の関幸雄教授が開発した携帯型ガス
クロマトグラフで測定すると、1,000ppm近
い臭化メチル濃度が残存していたが、作業者
はマスクもせずにハウス内に入っていた。大
きな問題は作業者に臭化メチルの有害性を教
育せずに使用させていたことにある。そのた
め、（1）臭化メチルを使用する農家の人たち
に臭化メチルの有害性を教育すること、適正
な作業方法を指導する等、労働衛生教育を行
う（2）臭化メチル専用の直結小型吸収缶を装

着した防毒マスクを開発する（3）農家に労働
衛生教育を行うための指導者を養成すること
を行った。その後、臭化メチルがオゾン層破
壊物質の一つとして取り上げられた。農林水
産省は、日本では大切な農薬であることより、
当時の使用量を削減しても効果があるように
技術開発を行うため、被覆するシートの素材
による臭化メチルの透過速度を調べることを
行った。

　当時、農家が使用していたシート（被覆材）
としてポリエチレン（PE、厚さ70μm程度）
を使用していたが、この透過の試験結果よ
り、ポリエチレンで被覆した圃場では 1日経
過後でビニールハウス内の臭化メチル濃度は
半分になり、土壌消毒に寄与しないで、大気
中に多量に放出していた結果であることがわ
かった。新しい素材として試験したPA（ナ
イロン、ポリアミド）、EVOH（エチレン－ビ
ニルアルコール共重合体）、ポリ塩化ビニリ
デン（PVDC）の臭化メチルの透過速度がポ
リエチレンより1／50から 1／100と大変低
い値で、これらのシートを用いることにより、
臭化メチルの使用量を大幅に減らす効果があ
りそうであった。しかし、世界では急速にオ
ゾン層破壊のための規制が進み、新しいシー
トを使用することは実現しなかった。
　実は、この臭化メチルの透過試験結果が、
現在、注目されている化学防護手袋の開発で、
多くの化学物質に対して透過しにくい素材と
しての検討に結び付いていくのである。

（更に続く）
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